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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に、
　複数の画素部と、
　該複数の画素部に電気的に接続される複数のデータ線と、
　前記画素部と前記基板の第１辺との間に配置され、前記複数のデータ線に画像信号を供
給する画像信号供給部と、
　前記画素部と前記第１辺との間に配置され、前記画像信号を供給するタイミングをモニ
タリングするためのモニタ信号を生成するモニタ回路と、
　該生成されたモニタ信号を、外部回路へ出力するためのモニタリング端子と、
　平面視で前記モニタ回路と前記モニタリング端子との間に配置され、前記モニタリング
端子と前記モニタ回路とを電気的に接続する抵抗素子と、
　平面視で前記モニタ回路と前記モニタリング端子との間に配置され、前記抵抗素子と前
記モニタリング端子とを電気的に接続する、前記抵抗素子より低抵抗な第１の配線と、
　平面視で前記モニタ回路と前記モニタリング端子との間に配置され、前記抵抗素子と前
記モニタ回路とを電気的に接続する、前記抵抗素子より低抵抗な第２の配線と
　を備え、
　前記第１の配線は、第１の方向に延在する第１の部分と、前記第１の部分から前記第１
の方向と交差する第２の方向に延在して前記抵抗素子と電気的に接続される第２の部分と
を有し、
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　前記抵抗素子は、前記第２の方向に延在している
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記第２の配線は、少なくとも一部が前記第２の方向に延在していることを特徴とする
請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記抵抗素子は、抵抗値が３００［Ω］以上５００［Ω］以下の範囲のうちいずれかの
値となるように、形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の電気光学装置
。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の電気光学装置を具備する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば液晶装置等の電気光学装置、及びそのような電気光学装置を具備して
なる例えば液晶プロジェクタ等の電子機器の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の電気光学装置において、基板上の画素アレイ領域或いは画像表示領域には、画
素毎に設けられた画素部を駆動するために、複数の走査線及び複数のデータ線が設けられ
ている。そして、電気光学装置には、基板上の画像表示領域の周辺に位置する周辺領域に
、データ線に対して画像信号をサンプリングして供給するサンプリング回路や、該サンプ
リング回路に対して、画像信号のデータ線への出力タイミングを規定する駆動信号或いは
サンプリング回路駆動信号を供給するデータ線駆動回路が内蔵されて形成される。
【０００３】
　データ線駆動回路には、スタートパルス及びクロック信号が供給され、クロック信号の
クロック周期に同期して、スタートパルスが、その内蔵するシフトレジスタの各段に転送
されて転送信号が出力される。出力された転送信号は、バッファ回路やレベルシフタ回路
等を介して、サンプリング回路駆動信号としてサンプリング回路に順次出力される。サン
プリング回路は、サンプリング回路駆動信号に応じて画像信号をサンプリングする。
【０００４】
　この際、データ線駆動回路におけるバッファ回路等やサンプリング回路において発生し
た信号遅延に起因して、画像信号を供給するタイミングに、クロック信号を基準として無
視し得ない程度の遅延が生じることがある。
【０００５】
　このような画像信号供給部における画像信号の出力タイミングを間接的にモニタリング
して、データ線駆動回路に入力されるスタートパルスやクロック信号のタイミングを調整
する技術が、特許文献１には開示されている。特許文献１によれば、データ線駆動回路や
サンプリング回路を模擬するモニタ回路が基板上に内蔵されて設けられる。更に、このモ
ニタ回路からのモニタ信号に基づいて、画像信号の出力タイミングの遅延量を間接的に測
定し、測定した遅延量に基づいて、スタートパルスやクロック信号のタイミングを調整す
るタイミング制御回路が、外付けＩＣとして構築され、電気光学装置の基板に取り付けら
れる。これにより、画像信号の出力タイミングを調整することが可能となる。
【０００６】
　このようなモニタ回路においては、外付けＩＣにモニタ信号を出力するための出力端子
に電気的に接続される出力配線における抵抗は、画像信号の出力タイミングの遅延に係る
測定をより精度良く行うために、低く設定される。
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－１１９７４６号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に開示された技術によれば、電気光学装置の製造時に、外付
けＩＣを基板に取り付ける工程等において、モニタ信号を外付けされたＩＣに出力するた
めの出力端子から低抵抗の出力配線を介して静電気が浸入すると、静電気に対する耐圧が
低いモニタ回路を構成する回路素子が破壊されかねないという不具合がある。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑み成されたものであり、モニタ回路における静電気による破
壊を防止し、データ線駆動回路やサンプリング回路等の画像信号供給部において生じる画
像信号の出力タイミングの遅延を、精度良くモニタリングすることが可能な液晶装置等の
電気光学装置、及びそのような電気光学装置を備えた各種電子機器を提供することを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の電気光学装置は、上記課題を解決するために、基板上に、複数の画素部と、該
複数の画素部に電気的に接続される複数のデータ線と、前記画素部と前記基板の第１辺と
の間に配置され、前記複数のデータ線に画像信号を供給する画像信号供給部と、前記画素
部と前記第１辺との間に配置され、前記画像信号を供給するタイミングをモニタリングす
るためのモニタ信号を生成するモニタ回路と、該生成されたモニタ信号を、外部回路へ出
力するためのモニタリング端子と、平面視で前記モニタ回路と前記モニタリング端子との
間に配置され、前記モニタリング端子と前記モニタ回路とを電気的に接続する抵抗素子と
、平面視で前記モニタ回路と前記モニタリング端子との間に配置され、前記抵抗素子と前
記モニタリング端子とを電気的に接続する、前記抵抗素子より低抵抗な第１の配線と、平
面視で前記モニタ回路と前記モニタリング端子との間に配置され、前記抵抗素子と前記モ
ニタ回路とを電気的に接続する、前記抵抗素子より低抵抗な第２の配線とを備え、前記第
１の配線は、第１の方向に延在する第１の部分と、前記第１の部分から前記第１の方向と
交差する第２の方向に延在して前記抵抗素子と電気的に接続される第２の部分とを有し、
前記抵抗素子は、前記第２の方向に延在している。
　本発明の電気光学装置によれば、その動作時には、外部回路から画像信号、クロック信
号、制御信号、電源信号等の各種信号が画像信号供給部に供給される。これと並行して、
例えば、外部回路からクロック信号、制御信号、電源信号等の各種信号が走査線駆動回路
に供給される。これらにより、走査線を介して走査信号が画素部に供給されると共に、画
像信号供給部によりデータ線を介して画像信号が画素部に供給され、例えば液晶等の電気
光学物質を各画素部で駆動することで、アクティブマトリクス駆動が行なわれる。尚、こ
のような走査線及びデータ線は、例えば、基板上に相互に交差するように且つ夫々複数配
線される。また、このような画素部は、例えば、画素電極と、走査線にゲートが接続され
且つデータ線から供給される画像信号を走査線から供給される走査信号に応じて画素部へ
選択的に供給する画素スイッチング用のＴＦＴとを有する。この際、画像信号供給部では
、例えばサンプリング回路における各々の画像信号の出力タイミングは、基本的には、サ
ンプリング回路を駆動するデータ線駆動回路に入力されるクロック信号及びその転送動作
の開始を指示するスタートパルスに応じて決定される。そして、複数のデータ線には、画
像信号が線順次に供給されるか、又はＮ（但し、Ｎは２以上の自然数）本のデータ線を１
群とするデータ線群毎に同時に、画像信号が供給される。いずれの場合にも、画像信号供
給部においては、これを構成する回路素子における論理積や論理和、或いは回路素子自体
の特性によって信号遅延が発生し、クロック信号及びスタートパルスに基づくタイミング
と比較して、画像信号の出力タイミングが大なり小なり遅延する。
【００１１】
　そこで本発明の電気光学装置では、製造中や完成後における検査時、出荷後や使用後に
おける検査時、実際の使用時に、モニタ回路によってモニタ信号が生成される。ここに、
モニタ回路は、例えばデータ線駆動回路の一段など、画像信号供給部の少なくとも一部を
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模擬して形成されており、これにより生成されるモニタ信号は、例えば、データ線駆動回
路のスタートパルスに対してクロック信号の周期に基づく所定タイミングで出力される筈
の擬似的なサンプリング回路駆動信号や、例えば、データ線駆動回路のスタートパルスに
対してクロック信号の周期に基づく所定タイミングで供給される筈の擬似的な画像信号な
ど、この模擬された一部における画像信号を供給するタイミングをモニタリングするため
の信号である。モニタ信号によって、画像信号の出力タイミングを間接的にモニタリング
することができる。
【００１２】
　モニタリング端子は、このように生成されたモニタ信号を、外部回路へ出力する。モニ
タリング端子は、例えば基板上の周辺領域において、基板の一辺に沿って配置された外部
回路接続端子の一部であるか又は別途設けられた専用端子である。このような外部回路接
続端子に対しては、例えば、ＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）として、フレキシブル
基板を含む配線基材に実装されて形成された外部回路が、電気的に接続されて実装される
。
【００１３】
　本発明では特に、モニタリング端子及びモニタ回路間には、抵抗素子が、電気的に接続
されている。従って、例えば、電気光学装置の製造時にモニタリング端子が電気的に浮遊
状態にある場合や、電気光学装置をプロジェクタ等の電子機器に搭載する際に、モニタリ
ング端子から浸入する静電気に対して、モニタ回路を流れる電流を、抵抗素子の抵抗値の
高さに応じて、低減できる。これにより、モニタ回路を、静電破壊から効果的に守ること
が可能となる。
【００１４】
　よって一方で、この静電破壊を防止する趣旨からして、抵抗素子の抵抗値は、例えば、
電気光学装置を製造する際やや搭載する際に、モニタリング端子から浸入する可能性があ
る電圧或いは電力を持つ静電気に対して、モニタ回路において耐圧が確保できるような値
に設定されるのが好ましい。但し他方で、このように抵抗素子を、モニタリング端子及び
モニタ回路の間の電気的な経路に設置すると、抵抗素子を設置しない場合と比較して、当
該経路におけるモニタ信号の遅延が大きくなって、肝心のモニタリングを高精度で行うこ
とが困難となる。よって、このモニタリングを精度良く行う趣旨からして、信号遅延が、
上述した画像信号の出力タイミングの間接的な測定に影響しないように、即ち、測定を精
度良く行うことができるように、抵抗素子の抵抗値は設定されるのが好ましい。
【００１５】
　以上の結果、本発明の電気光学装置によれば、モニタ回路に浸入した静電気による回路
素子の破壊を防止することが可能となり、しかも画像信号の出力タイミングの間接的な測
定を精度良く行うことが可能となる。更に、このような測定に基づけば、画像信号の出力
タイミングを適切に調整することも可能となり、即ち画像信号の出力タイミングの遅延を
精度良く補償することも可能となる。
【００１６】
　本発明の電気光学装置の一態様では、前記抵抗素子は、前記第２の方向に延在している
。
　本発明の電気光学装置の他の態様では、前記第２の配線は、少なくとも一部が前記第２
の方向に延在している。
　本発明の電気光学装置の他の態様では、前記画像信号供給部は、前記複数のデータ線の
配列に対応して配置され、前記画像信号をサンプリングして前記複数のデータ線に供給す
るサンプリング回路と、前記サンプリング回路に対して、前記画像信号をサンプリングす
るタイミングを規定する駆動信号を複数段の各々から供給するデータ線駆動回路とを備え
ており、前記モニタ回路は、前記複数段のうち少なくとも一段を模擬して形成されると共
に、前記模擬された一段における前記駆動信号のタイミングをモニタリングするための前
記モニタ信号を生成する。
比較して、画像信号の出力タイミングが大なり小なり遅延する。
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【００１７】
　この態様によれば、データ線駆動回路の各段により駆動されるサンプリング回路によっ
てサンプリングされた画像信号の出力タイミングを、モニタ回路により生成されるモニタ
信号によって間接的にモニタリングすることができる。この場合、データ線駆動回路の各
段に相当するため、仮に何らの対策も施さねば静電破壊され易い構造を有するモニタ回路
を、抵抗素子の存在によって、効果的に守ることが可能となる。
【００１８】
　この態様では、前記モニタ回路は、前記サンプリング回路を構成すると共に前記複数の
データ線の各々に対応するサンプリングスイッチを模擬する模擬回路を含み、前記抵抗素
子は、前記スイッチング素子に電気的に接続されてもよい。
【００１９】
　このように構成すれば、モニタ回路によって、データ線駆動回路を構成するシフトレジ
スタ、バッファ、レベルシフタ、イネーブル回路等の各種回路の他、サンプリング回路を
構成するサンプリングスイッチを含めた画像信号供給部の各部分における回路について、
モニタリングを行うことが可能となる。これにより、より高精度で、画像信号の出力タイ
ミングの間接的な測定を行うことが可能となる。
【００２０】
　更にこのように構成した場合、前記スイッチング素子は、薄膜トランジスタにより形成
されており、前記抵抗素子は、薄膜トランジスタのドレインに電気的に接続されてもよい
。
【００２１】
　このように構成すれば、薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ
；以下適宜、”ＴＦＴ”と称する）より形成されたサンプリングスイッチによってサンプ
リングされ、データ線上に供給される画像信号の供給タイミング、即ち画像信号供給部か
らの画像信号の出力タイミングを、モニタリング信号によって、より高精度でモニタリン
グすることが可能となる。
【００２２】
　更にこのように構成した場合、前記薄膜トランジスタのソースは、低電位電源に電気的
に接続されてもよい。
【００２３】
　このように構成すれば、モニタ回路の動作時、ＴＦＴがオン状態となると、ＴＦＴのソ
ースに接続された低電位電源に向かって電流が流れるため、モニタ信号を立下りの信号と
して出力させることが可能となる。これにより、モニタ信号を立ち上がりの信号として出
力する場合と比較して、信号波形のなまりを防止して、モニタ信号の出力タイミングの遅
延量をより正確に測定することが可能となる。
【００２４】
　本発明の電気光学装置の他の態様では、前記複数のデータ線及び前記複数の走査線は、
前記複数の画素電極が配列された画素アレイ領域に配線され、前記画像信号供給部、前記
モニタ回路、前記モニタリング端子及び前記抵抗素子は、前記画素アレイ領域の周辺に位
置する周辺領域に形成されている。
【００２５】
　この態様によれば、画素アレイ領域の周辺に配置された画像信号供給部、モニタ回路、
モニタリング端子及び抵抗素子によって、即ち、基板に内蔵された各種周辺回路によって
、上述の如く静電破壊を防止しつつ画像信号の出力タイミングモニタリングを高精度で行
うことが可能となる。
【００２６】
　本発明の電気光学装置の他の態様では、前記抵抗素子は、前記モニタリング端子及び前
記モニタ回路間に、第１の配線によって電気的に接続されており、該第１の配線よりも高
抵抗な第２の配線により形成されている。
【００２７】
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　この態様によれば、好ましくは、第１の配線は、比較的低抵抗な導電材料として、例え
ばＡｌ（アルミニウム）を含む材料により形成され、第２の配線は、比較的高抵抗な、例
えば導電性ポリシリコン等の導電材料により形成される。よって、この態様では、抵抗素
子を第２の配線により形成することにより、該第２の配線を形成する導電材料や、配線の
長さ或いは配線幅を変化させることにより、容易に抵抗値を調整することができる。尚、
導電性ポリシリコンの抵抗値については、そのドープ量で比較的容易に制御可能である。
【００２８】
　本発明の電気光学装置の他の態様では、スイッチング素子が薄膜トランジスタにより形
成される態様では、前記抵抗素子は、抵抗値が３００［Ω］以上５００［Ω］以下の範囲
のうちいずれかの値となるように、形成されている。
【００２９】
　この態様によれば、先ず抵抗値が３００［Ω］以上であるが故に、モニタ回路に浸入し
た静電気によるＴＦＴのゲートの破壊を防止することが可能となり、しかも、抵抗値が５
００［Ω］以下であるが故に、画像信号の出力タイミングの間接的な測定を精度良く行う
ことが可能となる。仮に、抵抗素子の抵抗値が３００［Ω］未満であると、後に詳述する
ように、モニタ回路に浸入した静電気によるＴＦＴのゲートの破壊を防止することが著し
く困難となる。他方、仮に、抵抗素子の抵抗値が５００［Ω］より大きいと、後に詳述す
るように、画像信号の出力タイミングの間接的な測定を精度良く行うことが著しき困難と
なる。
【００３０】
　本発明の電気光学装置の他の態様では、前記外部回路内に設けられると共に、前記モニ
タリング端子から出力される前記モニタ信号に基づいて、前記データ線駆動回路における
前記画像信号の出力タイミングの調整を行うタイミング制御回路を更に備える。
【００３１】
　この態様によれば、タイミング制御回路によって、モニタ信号に基づいて、画像信号の
出力タイミングの間接的な測定を精度良く行うことが可能となり、このような測定に基づ
いて、画像信号の出力タイミングが調整されることにより、画像信号の出力タイミングの
遅延を精度良く補償することができる。
【００３２】
　本発明の電子機器は上記課題を解決するために、上述した本発明の電気光学装置（但し
、その各種態様を含む）を具備する。
【００３３】
　本発明の電子機器は、上述した本発明の電気光学装置を具備してなるので、高品質の画
像表示を行うことが可能な、投射型表示装置、テレビ、携帯電話、電子手帳、ワードプロ
セッサ、ビューファインダ型又はモニタ直視型のビデオテープレコーダ、ワークステーシ
ョン、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルなどの各種電子機器を実現できる。また、
本発明の電子機器として、例えば電子ペーパなどの電気泳動装置、電子放出装置（Field 
Emission Display及びConduction Electron-Emitter Display）、これら電気泳動装置、
電子放出装置を用いたディスプレイ装置等を実現することも可能である。
【００３４】
　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施の形態から明らかにされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。以下の実施形態は、本発明の電気
光学装置を、ＴＦＴアクティブマトリクス駆動形式の液晶装置に適用したものである。
【００３６】
　先ず、本発明に係る電気光学装置の全体構成について、図１を参照して説明する。ここ
に図１は、本実施形態に係る液晶装置の全体構成を示すブロック図である。
【００３７】
　図１に示すように、液晶装置は、主要部として、液晶パネル１００、タイミング制御回
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路２００、及び画像信号処理回路３００を備える。
【００３８】
　タイミング制御回路２００及び画像信号処理回路３００は、例えば、ＦＰＣとして、フ
レキシブル基板を含む配線基材に実装されて形成された外部回路内に作りこまれる。そし
て、外部回路は、後述する外部回路接続端子１０２に電気的に接続されて、液晶パネル１
００に実装される。
【００３９】
　タイミング制御回路２００の構成については、詳細な説明は後述するが、駆動回路１２
０で使用される各種タイミング信号を出力するように構成されている。タイミング制御回
路２００の一部であるタイミング信号出力回路部（図４参照）により、最小単位のクロッ
クであり各画素を走査するためのドットクロックが作成され、このドットクロックに基づ
いて、Ｙクロック信号ＣＬＹ、反転Ｙクロック信号ＣＬＹｉｎｖ、Ｘクロック信号ＣＬＫ
、反転Ｘクロック信号ＣＬＸｉｎｖ、ＹスタートパルスＤＹ及びＸスタートパルスＤＸが
生成される。
【００４０】
　また、画像信号処理回路３００は、1系統の画像信号ＶＩＤが入力されると、これを６
相の画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６にシリアル－パラレル変換して出力して、液晶パネル１
００に供給するものである。
【００４１】
　液晶パネル１００は、画素スイッチング素子として例えばＴＦＴ１１６を形成した素子
基板と対向基板とを互いに電極形成面を対向させて、かつ、一定の間隙を保って貼付し、
この間隙に液晶が挟持されている。尚、画素スイッチング素子はＴＦＴのほか、各種トラ
ンジスタ或いはＴＦＤ等により構成されてもよい。
【００４２】
　本実施形態では特に、液晶パネル１００は、駆動回路内蔵型であり、その素子基板上の
画素アレイ領域である画像表示領域１１０の周辺に位置する周辺領域に、駆動回路１２０
が、走査線駆動回路１３０、画像信号供給回路１０１を含み、更に、モニタ回路２７を備
えて構成されている。画像信号供給回路１０１には、サンプリング回路１４０及びデータ
線駆動回路１５０が含まれている。これらの回路の能動素子は、いずれもｐチャネル型Ｔ
ＦＴおよびｎチャネル型ＴＦＴの組み合わせにより形成可能であるから、画素をスイッチ
ングするＴＦＴ１１６と共通の製造プロセスで形成すると、集積化や、製造コスト、素子
の均一性などの点において有利となる。
【００４３】
　図１において、モニタ回路２７は、ブロック図の一部として一ブロックとして図式的に
示されているが、その実際の構成及び作用効果について、詳細は後述する。
【００４４】
　液晶パネル１００は更に、その素子基板の中央を占める画像表示領域１１０に、縦横に
配線されたデータ線１１４及び走査線１１２を備え、それらの交点に対応する各画素に、
マトリクス状に配列された画素電極１１８及び画素電極１１８をスイッチング制御するた
めのＴＦＴ１１６を備える。そして、画像信号供給線７１１に供給される６相の画像信号
ＶＩＤ１～ＶＩＤ６を、サンプリング回路１４０によって、データ線駆動回路１５０から
供給されるサンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、 …、Ｓｎに応じてサンプリングして、データ
線１１４に供給するように構成されている。
【００４５】
　ＴＦＴ１１６のソース電極には、このように画像信号が供給されるデータ線１１４が電
気的に接続されている一方、ＴＦＴ１１６のゲート電極には、走査信号が供給される走査
線１１２が電気的に接続されるとともに、ＴＦＴ１１６のドレイン電極には、画素電極１
１８が接続されている。そして、各画素は、画素電極１１８と、対向基板に形成された共
通電極と、これら両電極間に挟持された液晶とによって構成される結果、走査線１１２と
データ線１１４との各交点に対応して、マトリクス状に配列されることになる。
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【００４６】
　尚、保持された画像信号がリークするのを防ぐために、蓄積容量１１９が、画素電極１
１８と対向電極との間に形成される液晶容量と並列に付加されている。例えば、画素電極
１１８の電圧は、ソース電圧が印加された時間よりも３桁も長い時間だけ蓄積容量１１９
により保持されるので、保持特性が改善される結果、高コントラスト比が実現されること
となる。
【００４７】
　ここで、駆動回路１２０のうち、走査線駆動回路１３０は、シフトレジスタを有し、タ
イミング制御回路２００から供給される、Ｙクロック信号ＣＬＹや、反転Ｙクロック信号
ＣＬＹｉｎｖ、ＹスタートパルスＤＹ等に基づいて、走査信号を各走査線１１２に対して
順次出力する。
【００４８】
　図２には、画像信号供給回路１０１の一部の構成例を詳細に回路図にて示してある。画
像信号供給回路１０１において、データ線駆動回路１５０は、例えば、データ線１１４を
、その配列方向（図２中Ｘ方向）に沿う双方向から順次駆動可能とするための双方向シフ
トレジスタ１６０を備える。双方向シフトレジスタ１６０におけるシフト方向は方向制御
信号Ｄにより決定される。方向指示信号Ｄがハイレベルの場合、双方向シフトレジスタ１
６０には、図２中左側からＸスタートパルスＤＸが入力され、Ｘクロック信号ＣＬＸ及び
反転Ｘクロック信号ＸＣＬＸｉｎｖに基づくタイミングで、左から右へ（即ちＸ方向に）
順次シフトされて、双方向シフトレジスタ１６０の各段ＳＲＳ（ｉ）（但し、ｉ＝１、２
、３、 …ｎ）から転送信号ＳＲ１～ＳＲｎが出力される。尚、反転方向制御信号Ｄｉｎ
ｖがハイレベルの場合は、双方向シフトレジスタ１６０の図２中右方向からＸスタートパ
ルスＤＸが入力され、右から左に順次シフトされることになる。
【００４９】
　また、データ線駆動回路１５０は、双方向シフトレジスタ１６０の各段ＳＲＳ（ｉ）に
対して設けられたイネーブル回路を備える。図２には、双方向シフトレジスタ１６０にお
いて、ＸスタートパルスＤＸが、同図中、左から右へ転送される場合における、双方向シ
フトレジスタ１６０の第１段目及び第２段目に対応するイネーブル回路１７０ａ及び１７
０ｂの構成についてのみ示してある。尚、第３段目から第ｎ段目についても、第１及び第
２段目と同様のイネーブル回路が設けられるものとする。即ち、本実施形態では、データ
線駆動回路１５０の１段分には、シフトレジスタ１６０の一段分及びイネーブル回路が含
まれる。尚、データ線駆動回路１５０には、これらに代えて又は加えて、バッファ回路、
レベルシフタ回路等が設けられてもよい。
【００５０】
　イネーブル回路１７０ａ、１７０ｂは、ＮＡＮＤ回路１７１ａ、１７１ｂ及びインバー
タ１７２ａ、１７２ｂにより構成されている。双方向シフトレジスタ１６０から出力され
た転送信号ＳＲ１及びＳＲ２は、イネーブル回路１７０ａ及び１７０ｂに供給される。ま
た、イネーブル回路１７０ａ及び１７０ｂには夫々、イネーブル信号ＥＮＢ１及びＥＮＢ
２のいずれかが入力される。これにより転送信号ＳＲ１又はＳＲ２が出力されており且つ
イネーブル信号ＥＮＢ１又はＥＮＢ２が出力されているときに、サンプリング信号Ｓ１又
はＳ２がサンプリング回路１４０に供給される。そして、サンプリング信号Ｓ１又はＳ２
が供給されたサンプリングスイッチ１４１を介して画像信号ＶＩＤ１又はＶＩＤ２が、デ
ータ線１１４に供給され、データ線１１４が駆動される。
【００５１】
　画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は、画像信号処理回路３００より画像信号線７１１に、Ｘ
クロック信号等の各種タイミング信号に同期したタイミングで、伝送される。本実施形態
では、上述したように、イネーブル信号ＥＮＢ１又はＥＮＢ２により、画像信号ＶＩＤ１
～ＶＩＤ６の、画像信号供給線７１１に対する伝送タイミングに同期して、より具体的に
は画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の安定出力時にデータ線１１４を活性状態にするように制
御している。
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【００５２】
　転送信号ＳＲ１及びＳＲ２は、イネーブル回路１７０ａ及び１７０ｂにより、イネーブ
ル信号ＥＮＢ１又はＥＮＢ２との論理積がとられた後、サンプリング信号Ｓ１及びＳ２と
してサンプリング回路１４０に供給される。
【００５３】
　本実施形態では、データ線駆動回路１５０において、第１及び第２段目に設けられたイ
ネーブル回路１７０ａ及び１７０ｂと同様に、第３段目から第ｎ段目に設けられたイネー
ブル回路が駆動されることにより、各段よりサンプリング信号Ｓ１～Ｓｎが出力されて、
サンプリング回路１４０に供給される。
【００５４】
　サンプリング回路１４０は、サンプリングスイッチ１４１として、例えば片チャネル型
ＴＦＴを複数備える。そして、サンプリング回路１４０は、６本のデータ線１１４を１群
とするデータ線群毎に、サンプリング信号Ｓ１～Ｓｎに応じて、６相にシリアル－パラレ
ル展開された画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６を夫々サンプリングして、供給するものである
。よって、本実施形態では、画像信号供給回路１０１の一段に着目すれば、該一段には、
データ線駆動回路１５０の一段と、データ線駆動回路１５０の一段に対応する６個のサン
プリングスイッチ１４１により構成される。
【００５５】
　詳細には、サンプリング回路１４０には、サンプリングスイッチ１４１が各データ線１
１４の一端に設けられるとともに、各サンプリングスイッチ１４１のソース電極は、画像
信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６のいずれかが供給される画像信号線７１１に接続され、ドレイン
電極はデータ線１１４に接続されている。また、サンプリング回路１４０において、各サ
ンプリングスイッチ１４１のゲート電極には、データ線群に対応する６個のサンプリング
スイッチ１４１毎に、サンプリング信号Ｓｉが供給される。
【００５６】
　尚、本実施形態では、例えば、各サンプリングスイッチ１４１には、配列方向に沿って
線順次にデータ線１１４を駆動するように、該データ線１１４の配列方向に沿って順次に
サンプリング信号Ｓ１～Ｓｎが供給されるようにしてもよい。この場合、画像信号線７１
１に、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は順次シフトされたタイミングで供給されることとな
る。
【００５７】
　次に、図２及び図３を参照して、本実施形態の画像信号供給回路１０１の動作について
説明する。図３は、本実施形態に係る画像信号供給回路１０１に係る各種信号の経時的変
化を示すタイミングチャートである。
【００５８】
　図３のタイミングチャートに示すように、画像信号供給回路１０１におけるデータ線駆
動回路１５０では、双方向シフトレジスタ１６０に入力されたＸスタートパルスＤＸは、
Ｘクロック信号ＣＬＸ及び反転Ｘクロック信号ＣＬＸｉｎｖにより、これらクロック信号
の半周期単位でシフトされて、双方向シフトレジスタ１６０の各段からクロック信号の半
周期分ずつ遅れた転送信号ＳＲ１～ＳＲｎが順次出力される。
【００５９】
　転送信号ＳＲ１～ＳＲｎは、データ線１１４の駆動期間を画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６
の安定出力期間と同期させるために、データ線駆動回路１５０のイネーブル回路によりイ
ネーブル信号ＥＮＢ１又はＥＮＢ２との論理積がとられ、サンプリング信号Ｓ１～Ｓｎと
して出力される。
【００６０】
　これにより、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の伝送タイミングとサンプリング信号Ｓｉと
の同期がとれると共に、更に、サンプリングスイッチ１４１におけるサンプルホールドの
タイミングと、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の伝送タイミングとの同期が確保できれば表
示不良の発生を防止して、高品質な画像表示が可能となる。
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【００６１】
　尚、以上においては、画像信号供給回路１０１に対して、２種のＥＮＢ１及びＥＮＢ２
を供給する例について説明したが、１種或いは３種以上のＥＮＢ信号でサンプリングする
ようにしてもよい。
【００６２】
　次に本実施形態に係るタイミングジェネレータ２００の構成及び動作について、図１に
加えて、図４を参照して詳細に説明する。ここに図４は、本実施形態に係るタイミングジ
ェネレータ２００の構成をより詳細に示す回路図である。
【００６３】
　図４に示すように、タイミングジェネレータ２００は、タイミング信号出力回路部２０
０ａ、及びタイミング調整回路部２００ｂを備えて構成されている。
【００６４】
　タイミング信号出力回路部２００ａは、発振回路２１、カウンタ２２、及びデコーダ２
３を備える。発振回路２１は、ドットクロックＤＣの数倍の周波数を有するクロック信号
ＯＳＣＩを出力する。カウンタ２２は、水平同期信号ＨＳＹＮＣの立ち上がりに同期して
リセットされ、カウンタ２２は、リセットされた後は初期値よりクロック信号ＯＳＣＩの
パルス数をカウントする。ここで、カウンタ２２には、リセットされた際のカウント値の
初期値を入力する初期値入力端ＩＮＩＴが設けられている。デコーダ２３は、カウンタ２
２の出力値をデコードして、ドットクロックＤＣ、Ｘ及びＹスタートパルスＤＸ及びＤＹ
、Ｘ及びＹクロック信号ＣＬＸ及びＣＬＹ、並びに、反転Ｘ及びＹクロック信号ＣＬＸｉ
ｎｖ及びＣＬＹｉｎｖ等の各種のタイミング信号を出力する。
【００６５】
　タイミング調整回路部２００ｂは、レジスタ２５及びカウンタ２６を備える。カウンタ
２６は、その入力端ＳＴＡＲＴにＸスタートパルスＤＸが入力されると、クロック信号Ｏ
ＳＣＩのカウントを開始するとともに、入力端ＳＴＯＰにモニタ回路２７から後述するモ
ニタ信号ＭＯＮが入力されると、カウントを終了させる。
【００６６】
　これにより、Ｘクロック信号ＣＬＸ及び反転Ｘクロック信号ＣＬＸｉｎｖの立上りや立
下り周期を決定するクロック信号ＯＳＣＩを基準として、ＸスタートパルスＤＸの出力タ
イミングに対するモニタ信号ＭＯＮの出力タイミングの遅延量を、測定することが可能と
なる。このモニタ信号ＭＯＮの出力タイミングの遅延量は、後述するモニタ回路２７の構
成及び機能により、画像信号供給回路１０１の少なくとも１段分における画像信号ＶＩＤ
１～ＶＩＤ６の出力タイミングの遅延量を間接的に示すものである。そして、モニタ信号
ＭＯＮの出力タイミングの遅延量に基づいてカウンタ２２における初期値がプリセットさ
れ、デコーダ２３から出力されるドットクロックＤＣ、ＸスタートパルスＤＸ、及びＸク
ロック信号ＣＬＸ等のタイミング信号は、モニタ信号ＭＯＮの出力タイミングの遅延量に
相当する時間だけ早いタイミングで出力されることになる。これにより、画像信号供給回
路１０１における画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の出力タイミングが調整される。
【００６７】
　尚、レジスタ２５は、記憶手段であり、垂直同期信号ＶＳＹＮＣに同期してカウンタ２
６のカウント結果をラッチする。
【００６８】
　次に、本実施形態に係るモニタ回路２７の構成及び動作について、図１から図４に加え
て、図５から図７を参照して詳細に説明する。
【００６９】
　本実施形態に係るモニタ回路２７は、画像信号供給回路１０１における画像信号ＶＩＤ
１～ＶＩＤ６の出力タイミングを間接的にモニタリングするために設けられている。画像
信号供給回路１０１の複数段では、夫々、データ線駆動回路１５０の各段を構成する回路
素子による論理積等、或いは回路素子自体の特性、更には、サンプリング回路１４０にお
けるサンプリングスイッチ１４１の特性等によって信号遅延が発生し、Ｘクロック信号Ｃ
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ＬＸに基づくタイミングより、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の出力タイミングが遅延する
ことがある。
【００７０】
　モニタ回路２７は、画像信号供給回路１０１の複数段のうち、少なくとも一段を模擬し
た構成を有しており、該模擬した画像信号供給回路１０１の各段における動作を模擬する
ことができる。そして、上述したように、本実施形態の電気光学装置では、モニタ回路２
７を動作させて、モニタ信号ＭＯＮを出力させることにより、その出力タイミングに基づ
いて画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の出力タイミングを間接的に測定するように構成されて
いる。
【００７１】
　図２には、画像信号供給回路１０１の１段分を模擬したモニタ回路２７の構成の一例を
示してある。モニタ回路２７は、データ線駆動回路１５０のシフトレジスタ１６０の一段
分を模擬する単位回路２７１ａと、該一段分に対応するイネーブル回路を模擬する単位回
路２７１ｂとを含む模擬回路２７１と、データ線駆動回路１５０の一段に対応するサンプ
リングスイッチ１１４を模擬する６個のスイッチング素子２７２とを有する。ここで、図
２においては、簡単のため、６個のスイッチング素子２７２のうち１個について図示し、
その他５個については、図示を省略してある。尚、後述する図６に係るモニタ回路２７の
構成についても、図２と同様とする。
【００７２】
　モニタ回路２７の模擬回路２７１において、単位回路２７１ａの主要部は、ＮＡＮＤ回
路７１及びＮＯＲ回路７２を含む構成となっており、単位回路２７１ｂには、２つのイン
バータ７３ｂ及び７３ｃが含まれる。加えて、スイッチング素子２７２は例えば片チャネ
ル型ＴＦＴにより形成される。サンプリングスイッチ１４１を形成するＴＦＴの構成に対
応させて、例えば、ｎチャネル型或いはｐチャネル型ＴＦＴによりスイッチング素子２７
２を形成するとよい。これにより、モニタ回路２７の構成を、該モニタ回路２７によって
模擬した画像信号供給回路１０１の各段の構成に近づけることが可能となり、その結果、
モニタ回路２７を用いたモニタリングをより精度良く行うことが可能となる。
【００７３】
　よって、モニタ回路２７においては、当該モニタ回路２７によって模擬された、データ
線駆動回路１５０の一段及び該一段に対応するサンプリングスイッチ１４１の夫々の動作
を模擬することができる。従って、モニタ回路２７を動作させて、モニタ信号ＭＯＮの出
力タイミングを測定することにより、データ線駆動回路１５０の一段及び該一段に対応す
るサンプリングスイッ１４１チにおける信号遅延に基づく画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の
出力タイミングを間接的に測定することができる。
【００７４】
　また、モニタ回路２７のスイッチング素子２７２に電気的に接続されて、抵抗素子３０
が形成される。抵抗素子３０は、スイッチング素子２７２を形成するＴＦＴのドレインに
電気的に接続されると共に、外部回路接続端子として素子基板上に形成されたモニタリン
グ端子２９にも電気的に接続される。
【００７５】
　ここで、図５には、抵抗素子３０と、モニタ回路２７及びモニタリング端子２９との電
気的接続に係る配線のレイアウトについて概略的に示してある。本実施形態では、抵抗素
子３０と、モニタ回路２７及びモニタリング端子２９とは、第１の配線２９ａによって電
気的に接続されると共に、抵抗素子３０は、第１の配線２９ａより高抵抗の第２の配線に
よって形成される。本実施形態では、好ましくは、第１の配線２９ａは、比較的低抵抗な
、例えばＡｌ（アルミニウム）を含む導電材料により形成され、第２の配線３０は、比較
的高抵抗な、例えば導電性ポリシリコン等の導電材料により形成される。さらに、モニタ
信号ＭＯＮがモニタ回路２７からモニタリング端子２９に至るまでの経路で遅延するのを
防ぐために、第１の配線２９ａの長さを極力短くしてモニタ回路２７をモニタリング端子
２９の近くに配置するのが好ましい。そして、第２の配線３０を形成する導電材料や、配
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線長Ｌ０或いは配線幅Ｗ０を変化させることにより、容易に抵抗素子の抵抗値を調整する
ことができる。本実施形態では、例えば第２の配線３０は、配線長Ｌ０が１５０［μｍ］
程度及び配線幅Ｗ０が１０［μｍ］程度として形成される。
【００７６】
　尚、実際には、例えば、第１の配線２９ａ及び第２の配線３０、第１の配線２９ａ及び
モニタリング端子２９は、図示しない絶縁膜に開孔されたコンタクトホールによって電気
的に接続されることとなる。
【００７７】
　次に、図２に加えて図６を参照してモニタ回路２７の動作について、説明する。図６（
ａ）はモニタ回路２７における信号波形の変化を模式的に示す図であり、図６（ｂ）はモ
ニタ信号ＭＯＮの信号波形について概略的に示す図である。
【００７８】
　図６（ａ）において、モニタ回路２７には、電気光学装置の駆動時、Ｘスタートパルス
ＤＸが、シフトレジスタ１６０に入力されるタイミングと概ね一致するタイミングで入力
される。モニタ回路２７の模擬回路２７１において、単位回路２７１ａのＮＡＮＤ回路７
１について、２つの入力端のうち一方は画像信号供給回路１０１の高電位電源ＶＤＤＸに
電気的に接続されており、他方にＸスタートパルスＤＸが入力される。
【００７９】
　ここで、図６（ａ）中、モニタ回路２７の構成を示す回路図の右側に、該モニタ回路２
７の各部における信号波形を模式的に示してある。ＸスタートパルスＤＸは、ＮＡＮＤ回
路７１の論理積によって反転されて出力され、単位回路２７１ａのＮＯＲ回路７２に入力
される。ここで、ＮＯＲ回路７２の２つの入力端のうち一方に、ＮＡＮＤ回路７１の出力
信号が入力されると共に、他方はインバータ７３ａを介して画像信号供給回路１０１の低
電位電源ＶＳＳＸに電気的に接続されている。そして、ＮＡＮＤ回路７１の出力信号は、
ＮＯＲ回路７２の論理和によって更に反転されて出力される。
【００８０】
　そして、ＮＯＲ回路７２の出力信号は、更に、単位回路２７１ｂの２つのインバータ７
３ｂ及び７３ｃによって反転されて出力される。即ち、ＸスタートパルスＤＸは、模擬回
路２７１において４回反転されて出力され、スイッチング素子２７２のゲートに入力され
て、スイッチング素子２７２がオン状態となる。
【００８１】
　ここで、スイッチング素子２７２のソースは画像信号供給回路１０１の低電位電源ＶＳ
ＳＸに電気的に接続されており、スイッチング素子２７２がオン状態となると、ソースに
向かって電流が流れることにより、モニタ信号ＭＯＮは、図６（ｂ）に示すような立下り
の信号として、モニタリング端子２９に出力される。図１に示すように、モニタリング端
子２９から出力されたモニタ信号ＭＯＮは、タイミング制御回路２００に入力され、Ｘス
タートパルスＤＸの出力タイミングに対するモニタ信号ＭＯＮの出力タイミングの遅延量
が測定される。モニタ信号ＭＯＮを立下りの信号として出力することにより、立上りの信
号として出力する場合と比較して、信号波形のなまりを防止して、モニタ信号ＭＯＮの出
力タイミングの遅延量をより正確に測定することが可能となる。
【００８２】
　本実施形態では、抵抗素子３０の抵抗値は、電気光学装置の製造時にモニタリング端子
２９が電気的に浮遊状態にある場合や、電気光学装置をプロジェクタ等の電子機器に搭載
する際に、モニタリング端子２９から浸入する静電気に対して、モニタ回路２７において
耐圧が確保できるような値に設定される。より具体的には、図２に示す構成を有するモニ
タ回路２７においては、抵抗素子３０を設けないと、第１の配線２９ａの配線抵抗が極端
に低いため、モニタリング端子２９から浸入する静電気によって、スイッチング素子２７
２のゲートが破壊される恐れがある。
【００８３】
　図７（ａ）及び図７（ｂ）には、抵抗素子３０の抵抗値［Ω］と、スイッチング素子２
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７２における破壊電圧［Ｖ］及びモニタ信号ＭＯＮの遅延量との関係について、本願発明
者らが行った実験データに基づくグラフを示してある。
【００８４】
　図７（ａ）は、抵抗素子３０の抵抗値［Ω］を横軸にとり、破壊電圧［Ｖ］を縦軸にと
って表したグラフを示してある。本願発明者らの研究によれば、モニタ回路２７における
スイッチング素子２７２では、電気光学装置の製造時等に、モニタリング端子２９から浸
入する静電気に対して、２００［Ｖ］程度の耐圧が確保できるのが好ましい。そして、こ
のような耐圧を確保するために、好ましくは、抵抗素子の抵抗値は３００［Ω］以上の値
とする。
【００８５】
　また、図７（ｂ）には、抵抗素子３０の抵抗値［Ω］を横軸にとり、電気光学装置の駆
動時における初期状態での遅延量を縦軸にとって表したグラフを示してある。尚、図７（
ｂ）には、図６（ｂ）において、遅延量として、モニタ信号ＭＯＮの立下り９０［％］に
おけるＸスタートパルスＤＸの立上りタイミングに対する遅延時間ｔ１［ｎｓ］、及びモ
ニタ信号ＭＯＮの立下り５０［％］におけるＸスタートパルスＤＸの立上りタイミングに
対する遅延時間ｔ２［ｎｓ］を夫々測定した結果を示すグラフを表してある。
【００８６】
　これら図７（ｂ）に示すグラフによれば、抵抗素子３０の抵抗値は５００［Ω］以下の
値とするのが好ましい。もし、仮に、抵抗素子３０の抵抗値が５００［Ω］より大きい値
となれば、モニタ回路２７及びモニタリング端子２９間の電気的な経路におけるモニタ信
号ＭＯＮの遅延量も、電気光学装置の駆動時の初期状態で比較的大きくなる。よって、こ
のように初期状態の遅延量が大きくなると、電気光学装置毎に遅延量にばらつきが生じる
。一般的に、タイミング制御回路２００では、各電気光学装置で、モニタ回路２７を用い
たモニタリングにおける、モニタ信号ＭＯＮの初期状態の遅延量は共通の値が設定される
上、モニタ信号ＭＯＮの波形もなまりが大きくなるため、正確なモニタリングを行うこと
ができなくなってしまうという、新たな問題点が生じる。
【００８７】
　以上により、本実施形態では、抵抗素子３０の抵抗値は、３００［Ω］以上５００［Ω
］以下の範囲のうちいずれかの値となるように設定されるのが好ましい。
【００８８】
　よって、本実施形態の電気光学装置では、モニタ回路２７に浸入した静電気によるスイ
ッチング素子２７２の破壊を防止することが可能となり、且つ画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ
６の出力タイミングの間接的な測定を精度良く行うことが可能となる。そして、タイミン
グ制御回路２００において、このような測定に基づいて、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の
出力タイミングが調整されることにより、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の出力タイミング
の遅延を精度良く補償することができる。従って、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の伝送タ
イミングに、画像信号供給回路１０１の複数段の各々の画像信号の出力タイミングを概ね
一致させることができる。
【００８９】
　以上の実施形態に係る液晶装置の全体構成を、図８及び図９を参照して説明する。尚、
図８は、ＴＦＴアレイ基板１０をその上に形成された各構成要素と共に対向基板２０の側
から見た平面図であり、図９は、図８のＨ－Ｈ´断面図である。
【００９０】
　図８において、素子基板であるＴＦＴアレイ基板１０上にはシール材５２がその周縁に
沿って設けられており、その内側に、画像表示領域１１０の周辺を規定する額縁状の遮光
膜５３が設けられている。シール材５２の外側の領域には、データ線１１４に画像信号を
所定タイミングで供給することによりデータ線１１４を駆動する画像信号供給回路１０１
及び外部回路接続端子１０２がＴＦＴアレイ基板１０の一辺に沿って設けられている。ま
た、この一辺に隣接する２辺のいずれかに沿って、走査線１１２に走査信号を所定タイミ
ングで供給することにより走査線１１２を駆動する走査線駆動回路１３０が設けられてい
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る。尚、走査線１１２に供給される走査信号遅延が問題になる場合には、走査線駆動回路
１３０を、画像信号供給回路１０１及び外部回路接続端子１０２が設けられたＴＦＴアレ
イ基板１０の一辺に隣接する２辺に沿って設けるようにしてもよい。この場合、ＴＦＴア
レイ基板１０の残る一辺に沿って設けられた複数の配線によって、二つの走査線駆動回路
１３０は互いに接続されるようにする。或いは、画像信号供給回路１０１を画像表示領域
１１０の両側に配置させてもよい。
【００９１】
　また、対向基板２０の角部の少なくとも１箇所には、ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板
２０との間を電気的に導通させる上下導通材１０６が設けられている。そして、シール材
５２とほぼ同じ輪郭を持つ対向基板２０が当該シール材５２によりＴＦＴアレイ基板１０
に固着されている。
【００９２】
　尚、ＴＦＴアレイ基板１０上には、これら画像信号供給回路１０１、走査線駆動回路１
３０等に加えて、複数のデータ線１１４に所定電圧レベルのプリチャージ信号を画像信号
に先行して各々供給するプリチャージ回路、製造途中や出荷時の当該電気光学装置の品質
、欠陥等を検査するための検査回路等を形成してもよい。
【００９３】
　また、投射光が入射する対向基板２０側及び出射光が出射するＴＦＴアレイ基板１０側
には、夫々、例えばＴＮ（Twisted Nematic）モード、ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）
モード、ＶＡ（Vertically Aligned）モード、ＰＤＬＣ(Polymer Dispersed Liquid Crys
tal)モード等の動作モードや、ノーマリーホワイトモード／ノーマリーブラックモードの
別に応じて、偏光フィルム、位相差フィルム、偏光板などが所定の方向で配置される。
【００９４】
　以上に説明した液晶装置１は、例えばプロジェクタに適用される。この場合、３つの液
晶装置がＲＧＢ３原色夫々のライトバルブとして用いられる（図１０参照）。或いは、以
上に説明した液晶装置は、プロジェクタ以外の直視型や反射型のカラー表示装置に適用す
ることもできる。その場合、対向基板２０上における画素電極１１８に対向する領域に、
ＲＧＢのカラーフィルタをその保護膜と共に形成すればよい。あるいは、ＴＦＴアレイ基
板１０上のＲＧＢに対向する画素電極１１８下にカラーレジスト等でカラーフィルタ層を
形成することも可能である。更に、この態様において、対向基板２０上に１画素に１個対
応するマイクロレンズを形成するようにすれば、入射光の集光効率が向上するため、表示
輝度を向上させることができる。更にまた、対向基板２０上に、何層もの屈折率の相違す
る干渉層を堆積することで、光の干渉を利用してＲＧＢ色を作り出すダイクロイックフィ
ルタを形成してもよい。このダイクロイックフィルタ付き対向基板によれば、より明るい
表示が可能となる。
【００９５】
　尚、以上の説明においては、画像信号供給回路１０１及び走査線駆動回路１３０をＴＦ
Ｔアレイ基板１０上に設けるようにしたが、その代わりに、例えばＴＡＢ（Tape Automat
ed bonding）基板上に実装された駆動用ＬＳＩに、ＴＦＴアレイ基板１０の周辺部に設け
られた異方性導電フィルムを介して電気的及び機械的に接続するようにしても構わない。
【００９６】
　なお、上述の本発明の実施形態では液晶装置を例にとって説明したが、本発明が適用可
能な液晶装置には半導体基板を用いた反射型液晶装置（ＬＣＯＳ）も含まれる。
【００９７】
　次に、以上詳細に説明した液晶装置を電子機器に適用する場合について説明する。
【００９８】
　ここでは、この電気光学装置たる液晶装置をライトバルブとして用いたプロジェクタに
ついて説明する。図１０は、プロジェクタの構成例を示す平面図である。この図に示され
るように、プロジェクタ１１００内部には、ハロゲンランプ等の白色光源からなるランプ
ユニット１１０２が設けられている。このランプユニット１１０２から射出された投射光
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は、ライトガイド内に配置された３枚のミラー１１０６および２枚のダイクロイックミラ
ー１１０８によってＲＧＢの３原色に分離され、各原色に対応するライトバルブとしての
液晶装置１００Ｒ、１００Ｂおよび１００Ｇに入射される。液晶装置１００Ｒ、１００Ｂ
および１００Ｇの構成は上述した液晶装置と同等であり、それぞれにおいて画像信号処理
回路から供給されるＲ、Ｇ、Ｂの原色信号が変調される。これらの液晶装置によって変調
された光は、ダイクロイックプリズム１１１２に３方向から入射される。ダイクロイック
プリズム１１１２では、ＲおよびＢの光が９０度に屈折する一方、Ｇの光が直進する。こ
れにより各色の画像が合成され、投射レンズ１１１４を介して、スクリーン等にカラー画
像が投写される。
【００９９】
　以上では、本発明の電気光学装置の一具体例として液晶装置を挙げて説明したが、本発
明の電気光学装置は、その他にも例えば電子ペーパなどの電気泳動装置や、電子放出素子
を用いた表示装置（Field Emission Display及びSurface-Conduction Electron-Emitter 
Display）等として実現することができる。また、このような本発明の電気光学装置は、
先に説明したプロジェクタの他にも、テレビジョン受像機や、ビューファインダ型或いは
モニタ直視型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手手帳
、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネ
ルを備えた装置等の各種の電子機器に適用可能である。
【０１００】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更
を伴う電気光学装置、及びこのような電気光学装置を具備してなる電子機器もまた本発明
の技術的範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】本実施形態に係る液晶装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】データ線駆動回路の一部の構成例を詳細に回路図である。
【図３】本実施形態に係るデータ線駆動回路に係る各種信号の経時的変化を示すタイミン
グチャートである。
【図４】本実施形態に係るタイミングジェネレータの構成をより詳細に示す回路図である
。
【図５】抵抗素子と、モニタ回路及びモニタリング端子との電気的接続に係る配線のレイ
アウトを概略的に示す図である。
【図６】図６（ａ）はモニタ回路における信号波形の変化を模式的に示す図であり、図６
（ｂ）はモニタ信号の信号波形について概略的に示す図である。
【図７】図７（ａ）及び図７（ｂ）は、抵抗素子の抵抗値と、スイッチング素子における
破壊電圧及びモニタ信号の遅延量との関係を表すグラフを示す図である。
【図８】本実施形態における液晶装置の全体構成を表す平面図である。
【図９】図８のＨ－Ｈ´断面図である。
【図１０】本発明の電子機器の一実施形態に係る液晶プロジェクタの構成を表す断面図で
ある。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０…ＴＦＴアレイ基板、２７…モニタ回路、２９…モニタリング端子、３０…抵抗素
子、１０１…データ線駆動回路、１１０…画素アレイ領域、１１２…走査線、１１４…デ
ータ線、１１８…画素電極
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